











































































































　この学生時代の論文が，20 代の最後に 1959 年岩波書店刊「市民政治理論の
形成」の基盤となる論文である。学生時代の論文は，法政大学において助手と
なってすぐ 1952 年 10 月法學志林 50 巻第 1 号「ロックにおける近代思想の成
立とその展開（1）」と，続いて同年法學志林 50 巻第 2 号「同（2）」として発































































80～70％ から 40％ 程度になったとはいえ大きな比率であったが，論争の終盤
の 1960 年第 3 次産業に首位の座をゆずり第 2 次産業にほぼ並ぶ最下位となっ
て，1975 年の高度成長期の減少率はそれまで経験のない産業構造別人口比と
なり，1980 年には 10％ を下まわる。2015 年は 3.6％ となっている。このこと















〔原型〕 〔規制〕 〔倫理〕 〔価値〕
農村型社会 農　民 共 同 体・身 分 型 伝統・服従 呪術・宗教
〈近代化〉 労働者 官 僚 組 織 型 進歩・出世 禁欲・勤勉
都市型社会 市　民 自 治・共 和 型 自立・寛容 品性・成熟
　同様，同書 31 頁「図 2─6 都市型社会の生活様式」において『農村型社会→
工業化→都市型社会』と図示しており，松下 20 代後半の社会形態の変化以降
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ル・ミニマムの思想」（毎日出版文化賞受賞）で，1959 年から 1970 年の「展




の 1971 年岩波新書「都市政策を考える」へとつながり，1972 年から 73 年に



























とからはじめなければならなかった。週 1 時限のためにその間の 6 夜を使わな





































































































市民自治の憲法理論　1. 市民参加と法学的思考 210 頁で
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三二五
　第 2 点目は日本公共政策学会の設立で，1996 年 6 月 8 日に設立総会が行わ
れ，初代会長となった松下が基調講演を行った。その最初にあいさつの言葉の





















　第 3 点目は，2000 年分権改革
















ことを確認できたことは，1996 年 12 月 6 日の衆議院予算委員会において，菅
直人衆議院議員（後の第 94 代内閣総理大臣）が「行政に対する国会の慣習権」











を確定させる意味で昨年 12 月 6 日の予算委員会で質問に立ったというの
が大よその経緯です。］

































動き出すが，96 年の国会答弁で前進はあるものの 1998 年地方分権推進計画が
閣議決定され 1999 年地方分権一括法が成立するまでの道のりは，前出西尾の










































































「「2000 年分権改革」と自治体危機」として 2011 年の東日本大震災後にあらた
めて文章整理されたものが出版されている。2012 年公人の友社刊「成熟と洗
練＊日本再構築ノート」はそれまでの論文調とはちがった日記風にまとめられ，








































































＊福井空襲　　1945 年 7 月 19 日　夜半
　B29　127 機　　焼夷弾　10 万本以上　865 トン以上　　福井市損壊率　84.8％
　死者　1576＋108 人　　罹災人口　85,603 人（人口 103,049 人）
　地方都市の爆撃としては，富山市，沼津市に次いでの規模
＊福井地震　　1948 年 6 月 28 日　16 時 13 分　震央・坂井市丸岡
　マグニチュード　7.1　　震源の深さ　ごく浅い　　大陸プレート内地震　左横ずれ断層
　福井市震度 6（以降震度 7 が設定される）
　死 者 行 方 不 明 者　3,769 人　　坂 井 市　死 者 5％　　福 井 市　死 者　1％（例：神 戸 市　約
0.3％）
　東日本大震災・阪神淡路大震災に次ぐ戦後 3 番目の被害規模
＊九頭竜川洪水　　1948 年 7 月 25 日　夕方　300 m 決壊
　降雨量　　平野部　130 mm　　上流山間部　350 mm









＊「武蔵野市第 1 次調整計画」策定委員［＋遠藤湘吉，佐藤竺，田畑貞寿］1973 年
＊「私の仕事」（絶筆）大塚信一著『松下圭一　日本を考える　市民自治と分権の思想』トランス
ビュー 2014 年



















































＊「転型期の自治体計画づくり」（TAJIMI City Booklet No.2）公人の友社 2004
＊「自治体再構築の市民戦略」公人の友社 2004
＊「自治体再構築」公人の友社 2005
＊「転型期日本の政治と文化」岩波書店 2005
＊「現代政治＊発想と回想」法政大学出版局 2006
＊「市民・自治体・政治＝再論・人間型としての市民」公人の友社 2007
＊「国会内閣制の基礎理論（松下圭一法学論集）」岩波書店 2009
＊「自治体改革＊歴史と対話」法政大学出版局 2010
＊「成熟と洗練＊日本再構築ノート」公人の友社 2012
＊「2000 年分権改革と自治体危機」公人の友社 2013
＊「松下圭一＊私の仕事─著述目録」公人の友社 2015
